
平成 30年１月 31日（ ）　第　164　号 議 会 だ よ り3

委員会付託内容・審査報告 ※議案名などは、採決結果一覧
（８ページ）を参照ください。

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
山

田

繁

子

副
委
員
長
　
佐
久
間

久

良

委
　
　
員
　
森
　
　
　
建
　
二

委
　
　
員
　
小

倉

利

昭

委
　
　
員
　
北

田

宏

彦

委
　
　
員
　
花

澤

房

義

　

12
月
13
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た

議
案
４
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

の
役
割
は
。

答　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
会
計
シ

ス
テ
ム
全
般
を
情
報
集
約
化
し
、

決
算
時
に
は
様
々
な
財
務
諸
表
を

作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

更
に
予
算
編
成
、
固
定
資
産
管
理
、

企
業
債
管
理
の
シ
ス
テ
ム
等
が
含

ま
れ
て
お
り
、
様
々
な
会
計
業
務

に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
市
民
な

ど
へ
の
情
報
提
供
に
も
役
立
て
た

い
。

●
議
案
第
11
号

問　
（
仮
称
）
防
災
第
２
号
公
園

の
区
域
を
定
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

公
園
整
備
に
付
随
す
る
も
の
は
あ

る
の
か
。

答　

基
本
的
に
築
山
（
津
波
避
難

施
設
）
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

現
在
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る

中
で
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
田
　
辺
　
正
　
弘

副
委
員
長
　
前
之
園
　
孝
　
光

委
　
　
員
　
石
　
渡
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志
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委
　
　
員
　
黒
　
須
　
俊
　
隆

委
　
　
員
　
倉
　
持
　
安
　
幸

　

12
月
12
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案

２
件
、
陳
情
２
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
設
備
及
び
消
防
用
設
備
保
守
点

検
業
務
は
ど
の
施
設
が
対
象
か
。

ま
た
、
契
約
方
法
は
。

答　

生
涯
学
習
課
が
所
管
し
て
い

る
中
央
・
白
里
公
民
館
、
大
網
白

里
ア
リ
ー
ナ
等
の
施
設
が
対
象
。

以
前
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
い

て
契
約
を
行
っ
て
い
た
が
、
経
費

削
減
の
た
め
一
括
し
て
契
約
す
る

審
査
結
果

　

議
案
第
２
号
、
議
案
第
９
号
は

原
案
可
決
。

　

陳
情
第
11
号
は
不
採
択
。
陳
情

第
13
号
は
継
続
審
査
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
２
号

問　

市
内
社
会
教
育
施
設
等
の
空

審
査
結
果

　

議
案
第
５
号
、
議
案
第
６
号
、

議
案
第
８
号
、
議
案
第
11
号
は
原

案
可
決
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
５
号

問　

施
設
の
改
築
更
新
の
費
用
が

大
幅
に
増
加
す
る
心
配
は
な
い
の

か
。

答　

事
前
に
調
査
を
行
い
、
施
設

や
機
器
の
状
態
等
を
確
認
し
て
い

る
。
早
急
に
更
新
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
機
器
を
選
定
し
て
い
る
の

で
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
費
用
の

大
幅
な
変
更
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

●
議
案
第
６
号

問　

会
計
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
会
計
シ
ス
テ
ム

で
は
日
米
地
位
協
定
の
改
定
で
は

な
く
、
運
用
面
で
の
改
善
を
図
っ

て
き
て
い
る
と
国
会
で
答
弁
し
て

い
る
の
で
、
事
案
に
合
せ
て

運
用
改
善
を
図
っ
て
い
く

事
が
適
切
で
あ
る
と
考
え

る
」
な
ど
の
陳
情
に
反
対
の

意
見
や
、「
沖
縄
で
の
米
軍

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
落
事
故

で
は
、
米
軍
に
よ
り
日
本
側

は
現
場
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
陳
情

は
、
事
故
が
起
き
た
場
合

四
天
木
13
区
の
南
避
難
路
沿
い
で
、

海
岸
か
ら
概
ね
７
５
０
ｍ
で

あ
る
こ
の
場
所
を
選
定
し
た
。

問　

公
園
整
備
面
積
が
約
５

千
㎡
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
築
山
に
必
要
な
面
積
か
。

そ
れ
と
も
、
公
園
と
し
て
整

備
す
る
た
め
に
必
要
な
面
積

も
含
ん
で
い
る
の
か
。

答　

築
山
と
し
て
必
要
な
面

積
及
び
あ
る
程
度
の
隣
接
地

と
の
距
離
を
考
慮
し
た
面
積

と
し
て
い
る
。
な
お
、
築
山

を
地
元
の
憩
い
の
場
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
、
公
園
と

し
て
整
備
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
地
元
か
ら
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　
（
仮
称
）

　

防
災
第
２
号
公
園

　

予
定
地
を
現
地
確
認

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、
議
案
第
11
号
の
審

　

12
月
13
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
議
案
４
件
、
陳
情
７
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

し
て
い
く
べ
き
」
な
ど
の
陳
情

に
反
対
の
意
見
や
、「
分
煙
で

は
受
動
喫
煙
を
防
止
で
き
な
い
。

千
葉
県
に
も
条
例
化
を
求
め
て

い
き
た
い
」
と
の
陳
情
に
賛
成

す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
８
号

　
「
平
成
18
年
の
障
害
者
総
合

支
援
法
の
施
行
以
来
、
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、

大
幅
に
予
算
は
増
額
し
て
い
る
。

ま
た
山
武
地
域
に
お
い
て
も
、

す
で
に
数
多
く
事
業
所
が
整
備

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
陳
情
に

反
対
の
意
見
や
、「
陳
情
者
は
、

今
の
国
の
予
算
で
は
十
分
で
は

な
い
の
で
、
予
算
を
増
額
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の

陳
情
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
陳
情
第
９
号

　
「
国
が
検
討
し
て
い
る
法
案

の
内
容
が
、
受
動
喫
煙
防
止
に

つ
な
が
る
か
わ
か
ら
な
い
。
国

の
結
論
を
待
つ
こ
と
に
は
反
対

で
あ
り
、
市
で
条
例
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
」
と
の
陳
情
に
反

対
の
意
見
や
、「
喫
煙
者
個
人

の
マ
ナ
ー
の
問
題
も
大
き
い
の

で
は
な
い
か
」
な
ど

の
陳
情
に
賛
成
す
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
10
号

　
「
自
主
的
に
全
面

禁
煙
を
導
入
し
た
飲

食
店
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
店
で
売
り
上
げ

に
影
響
は
な
か
っ
た

と
の
調
査
資
料
が
、

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

審
査
結
果

　

議
案
第
２
号
、
議
案
第
４
号
、

議
案
第
７
号
、
議
案
第
10
号
は

原
案
可
決
。

　

陳
情
第
９
号
、
陳
情
第
10
号

は
採
択
。
陳
情
第
６
号
か
ら
第

８
号
、
陳
情
第
12
号
、
陳
情
第

14
号
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
７
号

問　

空
調
設
備
機
器
保
守
点
検

業
務
に
つ
い
て
、
業
者
の
選
定

方
法
は
。
ま
た
、
過
去
の
入
札

実
績
は
ど
う
か
。

答　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
業

者
を
選
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
の
実
績
で
は
、
入

札
参
加
業
者
は
４
社
で
あ
り
落

札
率
は
59
．
35
％
で
あ
っ
た
。

主
な
意
見

●
陳
情
第
６
号

　
「
市
独
自
に
受
動
喫
煙
防
止

条
例
を
定
め
る
と
、
市
民
が
困

惑
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
、
受
動
喫
煙
の
重
要
性
と
喫

煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
啓
発
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど

の
陳
情
に
反
対
の
意
見
や
、「
受

動
喫
煙
防
止
の
た
め
、
屋
内
を

全
面
禁
煙
と
す
る
の
が
国
際
的

な
流
れ
で
あ
り
、
千
葉
市
も
独

自
に
条
例
化
を
目
指
し
て
い

る
」
と
の
陳
情
に
賛
成
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
７
号

　
「
受
動
喫
煙
防
止
は
、
ま
ず

は
国
の
法
制
化
の
動
向
を
注
視

国
会
の
厚
生
労
働
委
員
会
で
提

出
さ
れ
て
い
る
」
と
の
陳
情
に

反
対
の
意
見
や
、
そ
の
他
陳
情

内
容
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
陳
情
第
12
号

　
「
国
が
生
活
保
護
制
度
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
級
地
に

つ
い
て
30
年
ぶ
り
に
見
直
し
さ

れ
る
の
で
、
国
の
動
向
を
見
て

い
く
し
か
な
い
」
な
ど
の
陳
情

に
反
対
の
意
見
や
、「
都
市
部

と
本
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ほ
ど

生
活
に
差
は
な
い
。
国
は
30
年

間
級
地
を
変
え
て
こ
な
か
っ
た
。

今
の
時
代
に
即
し
て
い
な
い
制

度
を
廃
止
す
る
べ
き
と
い
う
の

が
陳
情
の
趣
旨
で
あ
る
」
と
の

陳
情
に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
陳
情
第
14
号

　
「
最
低
保
障
年
金
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
賛
否
両
論
が
出
る
。

全
て
の
人
に
支
給
す
る
こ
と
は

困
難
で
は
な
い
か
」
な
ど
陳
情

に
反
対
の
意
見
や
、「
最
低
保

障
年
金
は
、
ほ
と
ん
ど
の
先
進

国
で
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
一

定
の
年
齢
に
な
れ
ば
、
誰
で
も

老
後
の
生
活
が
で
き
る
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
の
陳
情
に
賛
成
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
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会

委
員
長
　
加
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岡
　
美
佐
子

副
委
員
長
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
　
　
員
　
蛭

田

公
二
郎

委
　
　
員
　
秋
　
葉
　
好
　
美

委
　
　
員
　
堀

本

孝

雄

委
　
　
員
　
宮
　
間
　
文
　
夫

の
日
本
の
捜
査
権
を
米
国
に
認
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
内
容
で
も
あ
る
。

日
本
が
主
権
国
家
で
あ
る
な
ら
ば
、

当
然
の
権
利
で
あ
る
」
と
の
陳
情

に
賛
成
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

査
の
た
め
、
築
山
整
備
を
進
め
て

い
る
（
仮
称
）
防
災
第
２
号
公
園

予
定
地
を
確
認
。
担
当
課
よ
り
、

築
山
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

問　

な
ぜ
こ
の
場
所

に
築
山
を
整
備
す
る

の
か
。

答　

津
波
避
難
施
設

整
備
計
画
に
基
づ
き
、

も
の
。

主
な
意
見

●
陳
情
第
11
号

　
「
政
府
は
こ
れ
ま

（
仮
称
）

防
災
第
２
号
公
園

予
定
地
を
現
地
確
認


